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１【提出理由】

当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いた

しましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び

19号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

１．のれんの減損処理、関係会社株式の評価損について

(1）当該事象の発生年月日

　2019年５月９日（取締役会決議日）

 

(2）当該事象の内容

①のれんの減損損失の計上（連結決算）

当社の連結子会社であるPT. Advanex Precision Indonesiaの事業計画が当初想定した計画を下回って推移して

いることから、当社はPT. Advanex Precision Indonesiaの今後の計画の見直しを行いました。その計画に基づ

き、当該連結子会社の取得時に発生したのれんの回収可能性の検討を実施したところ、のれんの減損損失67百万

円を特別損失として計上いたしました。

 

②関係会社株式の評価損の計上（個別決算）

上記①に記載したのれんの減損損失の計上に伴い、当社が保有するPT. Advanex Precision Indonesia株式につ

いて関係会社株式評価損として４億58百万円を個別決算の特別損失として計上いたしました。なお、当該関係会

社株式評価損は、連結決算においては消去されるため、連結損益への影響はありません。

 

(3）当該事象の損益に与える影響額

当該事象の発生により、2019年３月期において、以下のとおり減損損失及び関係会社株式評価損を特別損失と

して計上いたしました。

　（連結決算）

　　減損損失　　　　　　67百万円

　（個別決算）

　　関係会社株式評価損　４億58百万円

 
２．投資有価証券売却益について

(1）当該事象の発生年月日

　2019年３月14日～３月26日

 
(2）当該事象の内容

　　　投資有価証券売却益の計上

コーポレートガバナンス・コードに基づく政策保有株式の見直し、財務体質の強化及び資産効率の向上を図る

ため、当社保有の上場有価証券１銘柄を売却いたしました。投資有価証券売却益として93百万円計上いたしまし

た。

 
(3）当該事象の損益に与える影響額

当該事象の発生により、2019年３月期において、以下のとおり投資有価証券売却益を特別利益として計上いた

しました。

　　投資有価証券売却益　　　　　　93百万円
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３．資金の借入について

　　(1）当該事象の発生年月

　2018年10月22日（取締役会決議日）

 

　(2）当該事象の内容

当社は、2018年10月22日の取締役会決議により、総額20億円のタームローン契約を締結することを決定いたし

ました。

 

タームローン契約の概要

イ．借入総額　　　　　　　　　　　20億円

ロ．契約締結日　　　　　　　　　　2018年10月29日

ハ．借入期間　　　　　　　　　　　2018年10月31日から2024年１月31日まで

ニ．返済方法　　　　　　　　　　　３ヶ月ごとの約定弁済

ホ．資金使途　　　　　　　　　　　事業資金

ヘ．担保の有無　　　　　　　　　　無担保

ト．借入先　　　　　　　　　　　　株式会社三菱UFJ銀行

 

(3）当該事象の損益に与える影響額

当該資金の借入れを実行することにより有利子負債が20億円増加し、金利負担が発生いたします。

 
 

以　上
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